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騒はじめ↓臼

　ATVの需要動向は，メインll∫場であるUSAでは

経済の好調さ，商品自体も，使う人，場所，季節

等を選ばない多様性が受け人れられ，また、各社

のニューモデル投人を背景にここ数年で急成長し，

1991年は15ノ∫台の総需要であったものが1999年

には50ノ∫台まで拡人した．本年も昨年比一一桁以L

l中びており，今後も継続して伸長すると見ている．

このような需要拡大の中、需要構造にも変化が現

われ、ユーティリティ市場のオートマチックモデ

ルの台頭とスポーツカテゴリーの躍進が顕箸に

なってきた，

　そこでヤマハ発動機として市場の多様なユー

ザーニーズに応えるため．また，現在のスボーツ

カテゴリーでの高シェアを維持するため、12年

ぶりのニューモデルYFM660R「RAPrO　R」（図1）

を導人することになった．ここにその概要を紹介

する．

薩醗の狐い

　本開発の狙いは，スポーツモデルとして多様な

ユーザーニーズを満足させられるよう「Versatile

Sports　King」をコンセプトとし、開発のポイント

を以ドの3項日にi荘点をおいて開発を行った．

（1）Controllable－Ride

　思い通りに操れる

（2）Exciting－Ride

　高い基本性能

（3）Easy－Maintenance

　メンテナンスが容易

灘工ンジン関係‘

　「パフォーマンス」をキーワードに，エンジン性

能としては圧倒的でありながら扱い易いパワー
キャラクタ，市販ノ￥rV最大胡…気量，軽畦化といった

項日を念頭に置き開発を進めた．

　これらを満足させるために，モーターサイクル

li13YF（XTZ660）エンジンをベースとしながらも，

ほぼ全点新設計といえる水冷・ドライサンブエン
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ジンとして商品化を行った．以ドに特徴を紹介する．

3．1　エンジン全般（図2）

　排気hlはボア（100mm）×ス1・ローク（84mm）の

660Cm：；とし、水冷化と2連装BSR33キャブレタの

採川、クランク軸1”慣Mlモーメントの低減，5バ

ルブシリンダヘッドと，新設計のバルブスプリン

グ，カムフロフィールの才采月1により，人捌…気1己lit

気筒エンジンでありながら、スポーツ車として要

求されるシ・v一フでヒット感溢れるレスポンスを

実現した．

　基本機能は、実使川での優位性を考慮してセル

フスタ…タによるエンジン始動ノi式を採川し，2

次減速はチ．T－　一一ン式，前進5速トランスミッション

にリバースギヤをも装備して，従来のスポーツ

車以1：に広い川途，ユーザー層に対1、じできるもの

とした．

　スヒードシフトに代表される、スホーツ車特イ∫

のシフト操作に対して．YZ同様のラチェット式シ

フト機i構を採川し，高岡ll性化e：よるシフトフィー

リングの向Lを図った．

　スポーツ車として特に要求されるサービス性

については、カートリッジ式オイルフィルタ、

クリッフタイフフックを川いたエアクリーナ
キャッフの採川により市」場要望に配慮した．

3．2　リバースギヤレイアウト（図3）

　スポーツATvとしても・五要な機能であるリバース

ギヤの装備については、エンジン軽量化との兼

ね合いから，エンジン内の他部品とも合わせてレ

イアウトを考慮した．

　1・分な減速比を取ることができるエンジンノll端

側にリバースギヤ列を配置するとともに，バラン

サ軸左似1川lll受を・般的なボールベアリングから

ニードルベアリングとすることにより．バランサ

ウエイトとリバースアイドルギヤをラップさせて

配置することがIT∫能となり，エンジンを大型化

することなく軽㍑コンパクトなリバース付ミッ

ションレイアウトを実現した．

リバースアイドルキヤ

図2　エンジン外観

図3　リバースギヤレイアウト

額車体関倒

　車体は「ヒット感のあるマシーン』をキーワー
ド（こ400cm：sクラスのIlif本if（II；’実B～，　ll瑳↑央ノ、ンドリ

ング、走破性と乗り心地0）1而ウ1，ブレーキフィー

リング向ヒ，先進的でアグレッシブなデザイン造

形を重視して開発を行った．図4は車体のフィー

チャーマッフであり、以ド特徴を紹介する．
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NEW
MRへ〃トライト

アルミ製　　　／ 12L　燃料タンク

一⑧

　モノクロスサス

リヤアーム

整付き

に仕Lげることができた（図6）．

フロント リ　ヤ

⑧

図4　フィーチャーマップ

4．1軽量化

　リヤアーム、シートレール．ナックル，アーム，

オイルタンクに初めてアルミ材を採川した．開発

の中では強度・剛性・ttllll　｝I」t一面で多くの課題が生じ

たが，構造解析による机ヒ計算・台ヒシミュレー

ション化を進めつつ目標に到達することができた．

　結果として，この部分だけで6．5Kgの軽II｛化効果

を得ることができ，トータルでも400cm［iクラス

並みの乾燥質疑が達成できた．

図6　ラジアルタイヤ

4．4　デザイン

　機能面では，ライディングの姿坊変化が容易に

できること，ニーグリップがし易いことを市視し

た．特にシート先端部は燃料タンク容㍑との取り

合いで非常に1％∫労したが、スタイリングCADを活

川することで周辺レイアウトを徹底的に見直し，

今までにないスリムな形状にll：トげる事ができた．

4．2サスペンション

　フロントにはダブルウィッシュボーンを採川．

アライメントの徹底追求によりロングストローク

サスにありがちなトー変化，キャンバ変化を最小

限に抑え，走破性と乗り心地をllfij　Nit．させた．

　リヤにはYZタイプのリンク式モノクロスをtllJlj，

フルボトム時の衝撃吸収性向h及び路面「渉を大

幅に低減することができた（図5）．

図5　リヤサスペンション

4．3　タイヤ

　スポーツモデル必須の性能アイテムである「直

進時トラクション』，『コーナリング1時スライド性』

を両立させるため，ヤマハ発動機初のラジアル

タイヤを採川した，この結果，強力な加速フィー

リングと豪快ドリフトの両面を昧わえるマシーン

口蚕麹に1

　’13社としては実に12年ぶりのスポーツカテゴ

リーの機種開発で，評価基準の！Ll直しも　・部必要

であった．しかし、担当者全員の努力で高い商品

力を有したモデルに作り込めたと確信している．

　このカテゴリーのili．　litijは他メーカーとの競争も

激化してきており，ウ：ち1iがり後も更なる熟成に

向けて努力し，商llnll力の維持に努めたい．

　最後に関係部署．取引先の方々には短時間の開

発でご無理をお願いし，多大なご協力を頂いたこ

とにお礼申しヒげたい．

●著者
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